
    表1：今年度以降あらたに雇用される60歳超え

　    　　契約社員の時間賃金見直しによる年収減額

勤務形態 東京 神奈川 埼玉、千葉 茨城など
フルタイム 28,049 21,170 12,470 7,414
週4日勤務 34,065 29,925 27,248 5,558
週3日勤務 30,611 26,460 23,389 6,278

　（注）週4日勤務は水曜休みで試算 （単位：円）

　　　　週3日勤務は水曜と金曜休みで試算

図1：NTT-ＭＥ社の余剰利益金

2005年度 2014年度

101億円 137億円

ゼロ 281億円

ゼ　ロ 147億円
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私
た
ち
は
秋
闘
で
、
全
社
員
に

一
律

10
万
円
の
ボ
ー
ナ
ス
増
額
な

ど
、
下
記
の
要
求
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｍ
Ｅ
社
は
、
「
要

求
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
い

う
ゼ
ロ
回
答
で
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
各
社
は
、
労
働
者
か
ら

搾
り
取
っ
た
膨
大
な
利
益
を
積
み

上
げ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
Ｍ
Ｅ
社

の
場
合
、
親
会
社
に
配
当
金
と
し

て
累
計
で
１
４
７
億
円
の
利
益
を

横
流
し
し
、
そ
の
ほ
か
に
余
剰
利

益
を
４
１
８
億
円
も
貯
め
こ
ん
で

い
ま
す
（
図
１
）
。

Ｍ
Ｅ
全
社
員
に

10
万
円
増
額
の

た
め
に
か
か
る
費
用
は
約
７
億
円

で
す
。
膨
大
な
利
益
の
一
部
を
還

元
せ
よ
の
要
求
を
、
私
た
ち
の
組

合
に
入
っ
て
実
現
さ
せ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

膨
大
な
利
益
の
一
部
を
還
元
せ
よ

1、現行水準の年末特別手当に加え生活維持・向上分

として60歳超え契約社員などの非正規を含む全て

の社員に対して一律１０万円の増額を行うこと。

2、ＭＥ社採用社員の賃金、および労働条件を、現行

のＮＴＴ東日本会社に準拠すること。

3、６０歳超え契約社員の労働条件等について

(1)会社の創立記念日の半日代休は、60歳超え契

約社員等を含め全社員に付与すること。

(2)週休変更手当や外勤手当をはじめとして、食

事補助や夏休み休暇等について、時給制社員

についても月給制社員と同等に付与すること。

(3)フルタイムの賃金をすべて月給制にすること。

また、週４日勤務、週３日勤務については、

それぞれ月給制の５分の４、５分の３の金額

とすること。

(4)「年金特別措置」と「年金特別措置加算」を

大幅に増額した上で、60歳超え契約社員全員

に年金が出ない空白期間は支給すること。

4、60歳超え契約社員の時間賃金の見直し前後の年収

について会社側の試算結果を明らかにすること。

当労組の試算では数万円の年収減となる（表1）。

よって、ただちに見直し前の年収額に訂正し、

正社員と同様に賃上げ等の改善を行うこと。

10月13日提出の秋闘１次要求（要旨）

全社員に創立記念日の半日代休

全社員にボーナス10万円増額など

ゼロ

回答

60歳超え契約社員の年収減は、公的給付

増分で埋め合わせるとは、あまりにも強欲

60
歳
超
え
契
約
社
員
の
時
間
賃
金

の
見
直
し
に
伴
う
年
収
減
（
表
１
）

に
つ
い
て
、
会
社
と
の
主
な
や
り
と

り
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
会
社
】
仮
に
年
収
が
１
万
円
減
っ

て
も
公
的
給
付
で
穴
埋
め
さ
れ
る
の

で
、
総
合
的
な
所
得
は
変
わ
ら
な
い

と
い
う
考
え
方
だ
。

【
組
合
】
時
間
賃
金
の
見
直
し
に
、

か
こ
つ
け
て
年
収
を
削
り
、
公
的
給

付
で
埋
め
あ
わ
せ
る
と
は
姑
息
だ
。

こ
れ
で
は
社
員
の
評
判
を
落
と
す
だ

け
だ
。
公
的
給
付
と
は
年
金
か
。

【
会
社
】
公
的
給
付
と
は
高
齢
者
雇

用
安
定
継
続
給
付
の
こ
と
で
、
月
例

賃
金
が
多
く
な
れ
ば
公
的
給
付
も
増

額
さ
れ
年
収
減
を
カ
バ
ー
で
き
る
。

【
組
合
】
で
は
今
後
、
同
給
付
が
国

の
都
合
で
減
額
さ
れ
た
と
き
は
賃
金

を
ふ
や
す
と
確
約
す
る
の
か
。
今
回

だ
け
公
的
給
付
と
賃
金
を
合
算
し
て

考
え
る
の
は
、
屁
理
屈
だ
。

【
会
社
】
屁
理
屈
か
ど
う
か
は
、
人

そ
れ
ぞ
れ
だ
。

（
対
立
継
続
）

そ
も
そ
も
公
的
給
付
と
賃
金
と
の

総
額
を
所
得
と
し
て
考
え
る
の
な
ら
、

年
金
が
出
な
い
空
白
期
間
の
所
得
総

額
の
減
額
分
に
つ
い
て
、
右
記
要
求

３
項
の
と
お
り
、

60
歳
超
え
契
約
社

員
全
員
に
、
手
当
等
で
カ
バ
ー
す
る

こ
と
が
先
決
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ＮＴＴの膨大な利益の一部は、自社株買いにあてられています。

2003年度からの総額は実に２兆６千億円超にも達しています。



ユーザーフロントセンター（仮称）

ネットワーク運営センタ

フィールドサービス部

事業企画部

ネットワークエンジニアリング部 事業運営部（仮称）

ネットワーク運営センタ

エンジニアリングセンタ（仮称）

ビジネスサービス部

東日本テクニカルセンタ

ネットワークサービ ス 事業 本 部 ネットワークサ ービス 事 業本 部

事業企画部

ＢＰＲ推進室 東日本テクニカルセンタ

　　　　　１７事業所
　　　　（各都道県毎）

　　　６事業所(仮称)に集約
　　　東京、神奈川、千葉
　　　関信越、東北、北海道

　ネットワークサービスセンタ
　　　　　　　　（仮称）
　　　　　　各都道県毎

　　　現 　　　行 　　移　行　後

　図２：組織移行イメージ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
す
る
目
的

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
来
年
１
月
か

ら
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
事
業
者

利
用
開
始
に
伴
い
、
資
料
を

提
示
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
社
員
や
契
約
社
員
（

60

歳
超
え
と
非
正
規
）
と
そ
の

扶
養
親
族
を
対
象
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
収
集
を
行
う
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

す
る
目
的
は
、
社
会
保
険
な

ど
の
手
続
き
や
源
泉
徴
収
票

の
作
成
な
ど
の
行
政
手
続
き

書
類
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
、

記
載
し
提
出
す
る
た
め
。

情
報
漏
え
い
対
策
は
？

ベ
ネ
ッ
セ
や
日
本
年
金
機

構
な
ど
、
大
量
の
個
人
情
報

の
流
出
や
漏
え
い
が
後
を
絶

た
な
い
な
か
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

情
報
漏
え
い
対
策
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
る
と
、
①
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
専
用
の
シ
ス
テ
ム

で
情
報
管
理
を
行
う
た
め
、

勝
手
に
個
人
情
報
を
持
ち
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
②
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
業
務

は
、
限
定
し
た
社
員
か
委
託

会
社
。
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
業

務
担
当
者
へ
の
教
育
な
ど
の

実
施
。
④
情
報
漏
え
い
対
策

に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、

全
社
員
対
象
で
行
う
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
見
て
欲
し
い
、
と

一
般
的
な
説
明
で
し
た
。

今
後
の
交
渉
の
な
か
で
情

報
漏
え
い
対
策
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
い
説
明
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

10
月
上
旬
、
会
社
よ
り
以

下
の
と
お
り
、
交
換
・
専
用
・

伝
送
業
務
の
集
約
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

①
新
装
置
へ
の
巻
き
取
り

が
ほ
ぼ
終
わ
り
故
障
数
の
低

下
等
に
よ
り
最
少
人
員
で
の

業
務
運
営
が
可
能
な
体
制
と

な
っ
た
。

②
現
行
の
各
都
道
県
に
あ

る

17
事
業
所
を
６
か
所
に
集

約
（
東
日
本
や
地
域
会
社
と

同
様
に
、
例
え
ば
現
行
の
茨

城
事
業
所
は
千
葉
事
業
所
に
、

山
梨
事
業
所
は
東
京
事
業
所

に
そ
れ
ぞ
れ
集
約
＝
図
２
参

照
）
。

③
６
事
業
所
の
配
下
に
は
、

17
都
道
県
毎
に
、
所
内
オ
ン

サ
イ
ト
業
務
と
自
前
工
事
等

現
地
確
認
業
務
を
行
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
を
新
設
す
る
（
図

２
）
。

④
各
職
場
の
具
体
案
は
今

後
提
案
、
実
施
時
期
は
来
年

７
月
目
途
、
と
し
て
い
ま
す
。
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映
画
に
つ
い
て
語
る
時
、

「
心
躍
ら
す
」
「
心
に
残

る
」
「
心
を
揺
さ
ぶ
る
」

映
画･･

･

な
ど
色
々
な
表
現

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
品

は
「
心
に
し
み
わ
た
る
」

映
画
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ

た
り
し
ま
す
。

物
語
は
、
冒
頭
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
「
若
者
は
自
分
の
未
来
を

探
し
て
、
広
く
遠
く
旅
を
す
る
。
悪

を
倒
す
と
い
う
夢
や
、
め
く
る
め
く

恋
へ
の
期
待
、
一
攫
千
金
の
野
望
を

胸
に
抱
い
て
」
と
語
る
よ
う
に
メ
イ

ン
州
の
片
田
舎
に
あ
る
孤
児
院
で
育
っ

た
若
者
が
、
新
し
い
世
界
を
求
め
、

家
（
孤
児
院
）
を
離
れ
林
檎
園
に
住

み
こ
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
出
会

い
人
生
と
触
れ
合
い
、
愛
を
知
り
、

自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
出
す
と
い

う
も
の
で
す
。

１
９
４
０
年
代
の
緑
つ
つ
ま
れ
た

風
景
の
中
で
若
者
は
、
多
く
の
試
練

と
悲
し
い
出
来
事
に
出
会
い
ま
す
。

し
か
し
、
若
者
は
善
意
を
失
わ
ず
け
っ

し
て
他
人
を
責
め
ず
、
自
分
の
中
に

そ
れ
ら
の
事
を
受
け
入
れ
て
行
き
ま

す
。ホ

ー
マ
ー
を
演
じ
た
ト
ビ
ー
・
マ

グ
ワ
イ
ヤ
の
素
朴
な
演
技
と
、
そ
の

演
技
を
引
出
し
た
ラ
ッ
セ
・
ハ
ル
ス

ト
レ
ム
監
督
の
優
し
い
眼
差
し
に
よ
っ

て
、
自
立
と
い
う
青
年
が
大
人
に
な

る
時
、
誰
し
も
が
経
験
し
通
過
す
る

青
春
映
画
の
佳
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
度
ご
覧
に
な
っ
た
ら
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
作
品
で
す
。

（
み
）

映画紹介 47

サ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
・
ル
ー
ル

１
９
９
９
年

ア
メ
リ
カ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
可

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
、

一
人
ひ
と
り
に
ふ
っ
た
独
自
の

12
桁
の
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

で
個
人
情
報
を
管
理
す
る
制
度

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
市
役
所
・
税
務

署
・
年
金
事
務
所
な
ど
で
個
人

情
報
を
や
り
と
り
し
や
す
く
な

り
ま
す
、
と
一
般
的
に
は
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
は
、
現
行
の

税
・
社
会
保
障
・
災
害
対
策
と

い
う
枠
組
み
を
は
ず
し
、
戸
籍
、

健
康
保
険
証
、
医
療
、
預
貯
金
、

ク
レ
ッ
ジ
ト
カ
ー
ド
な
ど
に
も

拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
個

人
の
所
得
や
財
産
な
ど
を
政
府

が
把
握
し
、
私
た
ち
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
丸
裸
に
し
、
管
理
す

る
制
度
と
も
い
え
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情

報
が
一
か
所
に
集
積
さ
れ
る
た

め
に
、
情
報
漏
え
い
・
流
出
に

よ
る
被
害
は
、
よ
り
深
刻
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る
事
業
者
対
応

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

交
換
・
専
用
・
伝
送
の
業
務

17
事
業
所
か
ら
６
事
業
所
に
集
約

情
報
漏
え
い
の
心
配
は
な
い
の
か


